
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福田中学校だより 
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  第７号 

文責 山鹿 

『福田プライドを育み、夢や希望を実現するための生きる力を高める教育の推進』 

 あっという間に梅雨が終わり、“熱中症警戒アラ

ート”が何回も発令されるなど、新型コロナウィル

ス感染症対策とともに熱中症にも警戒が必要な↗ 

↘状況が続いています。新型コロナの感染再拡大も

心配ですが、場面に応じたマスクの着脱についても

生徒たちに呼びかけているところです。 

 延期になっていた１年体験ペーロンを６日(水)に実施しました。 
台風４号による臨時休業翌日でしたが、蒸し暑かったものの波も
比較的穏やかで、生徒たちも楽しいひと時を過ごしました。 
 最初に、ご指導いただいた福田地区のペーロン協会の方からぺ
ーロンの歴史やペーロン船の各部の名称などについての説明があ
りました。『中国から伝わったペーロンが長崎から全国に広がっ
た。ペーロンの始まりは福田から！』という、これだけはしっかり
覚えておいてくださいと強調されたお話がとても印象的でした。 
ご協力くださったペーロン協会の皆さま、１年育友会の皆さま、

本当にありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、体験ペーロンの様子は、学校ホームページの学校生活の中

に写真を掲載しておりますので、ぜひご覧ください。 

【今後の予定】 
12(火) ２､3 年ＰＶ活動 
14(木) 生徒総会 
    生活アンケート 
15(金) 被爆体験講話 
18(月) 海の日 
19(火) 大掃除 
20(水) 1 学期終業式 

本校では 6/26(日)～7/2(土)の期間を

「長崎っ子の心を見つめる教育週間」と

して、さまざまな取組を実施しました。 

★6/27(月) 校長講話 

 「この期間にこの教育週間が実施され

るのは、20 年余り前に小中学生が加害者

や被害者になる悲しい出来事が県内で相

次いだためで、命の大切さを知り、思いや

りの気持ちを育んでいく 

ことが目的」という説明 

の後、相田みつをさんの 

『自分の番、命のバトン』 

という詩を紹介し「何代 

も前から受け継いできた 

命のバトンを大切にし、次の世代にしっ

かりと渡していくことが大事だ」「相手の

心の痛みのわかる人、相手を思いやり温

かい言葉かけができる人になってほし

い」という話をしました。 

★6/29(水) 1年ペーロン体験 
 海上の風が強かったため 7/6 に延期し

ました。（左の記事参照） 

★7/2(土) 道徳授業公開 

 各学級で「生命の尊さ」に関連した道徳

の授業を行い、たくさんの保護者の皆さ

まにご参観いただきました。 

★7/2(土) 学年学級育友会 

 最初に一人一台端末の持ち帰りに向け

た説明会を行いました。その後、各学年の

計画に従って懇談会が行われました。ご

多用の中、ご参加いただいた保護者の皆

さま、本当にありがとうございました。 

不審者による声掛け事案が校区内でも発生しています 
 ６月後半に下校中の生徒が見知らぬ人から声をかけられるという事

案が２週連続で発生しました。幸い大きな被害はなかったものの見知

らぬ人から声をかけられたことで不安を感じた生徒もいたようです。

このことについては、市教委へ報告するとともに長崎署の生活安全課

にも情報提供して再発防止に努めています。 

今後、同様のことがあった場合には、自分の 

名前や住所などを教えたりせず、近くの大人 

やお店などに助けを求めてください。また、 

お子さまからこのようなことをお家で聞かれ 

た場合には、学校にご連絡ください。 

 
 梅雨明けと同時に真夏のような猛暑の日が続いています。新型コロナ対策でマ
スク着用の習慣が身に付いていますが、屋外や運動をするときなどはマスクを外
すことが推奨されています。室内でも息苦しく感じる場合にはマスクを外しても
構いません。また、水分補給も大切です。できる限りご自宅から水筒を持たせる
ようにご協力ください。のどが渇いたと感じる前に定期的に水分補給をすること
が大切です。食事をしっかり食べること、夜更かしをせず睡眠を十分にとること、
適度に体を動かすことなどで、暑い夏をしっかり乗り切ってほしいと思います。 


